
 

  給食室内の衛生検査を実施！！ 
 

ルミテスターという、見えない汚れを数値化できる衛生管理キットを使用して、給食室内の衛生検査を実施しました。 

検査したい箇所を試薬でふき取り、測定機に入れます。測定時間は、10 秒と短い時間で測定できます。  

ATP、ADP、AMP の広い汚れを高感度で測定することができます。 

ＡTP、ADP、AMP とは、はあらゆる生物のエネルギー源である化学物質で、微生物や食品の残りかす等に存在して 

いるのものです。 

これらが多ければ洗浄不足( =汚れが多い状態)であるということがわかり、食中毒の原因など、衛生上の問題がわ 

かります。  

洗浄作業の改善・洗浄不足になりやすい箇所の発見・調理従事者の衛生意識の 

向上・感染症や食中毒の二次汚染リスク低下など、この検査で確認することができ 

ます。 

 



 

   
測定機 

 

     綿棒で検査対象のものをふき取ります。(下の 

 写真) 綿棒ホルダーを本体に戻して、本体の中の発光試薬を 

十分に振って溶かします。（右の写真） 測定機の中に入れて、ボタ 

 ンを押して、10 秒たつと測定されます。いろいろなものを測 

      定して、確認をしました。 

 



 

 ふき取り検査における値 
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検査結果
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  検査の結果を比較してみたところ、数値は低いものであり、衛生的に作業を進めていることがわかりました。安心・

安全な給食が、日々、実施できるように今後も努めてまいります。 


